
第105回
定時株主総会
招 集 ご 通 知
開催日時
2023年６月29日（木曜日）
午前10時（受付開始 午前９時）

開催場所
東京都渋谷区南平台町16番25号
当社本店 ２階

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締

役を除く。）６名選任の件

本株主総会会場におきましては、感染症拡
大防止のため、開催日現在の状況に応じ
て、係員のマスク着用やアルコール消毒液
の設置など、感染予防措置を講じてまいり
ます。
本株主総会にご出席される株主様は、ご理
解とご協力を賜りますようお願い申しあげ
ます。
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（証券コード 2540）
2023年６月７日

（電子提供措置の開始日 2023年６月１日）
株 主 各 位

東京都渋谷区南平台町16番25号

代表取締役社長 塩 澤 太 朗

第105回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
さて、当社第105回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげま

す。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事

項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに電子提供
措置事項を掲載しておりますので、以下の当社ウェブサイトにアクセスの上、ご確認くださ
いますようお願い申しあげます。
当社ウェブサイト
https://www.yomeishu.co.jp/ir/library/notice.html
電子提供措置事項は、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイト

にも掲載しておりますので、以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアク
セスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類／ＰＲ情報」を
選択の上、ご確認くださいますようお願い申しあげます。
東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

なお、当日ご出席願えない場合は、インターネット又は書面により議決権を行使すること
ができますので、お手数ながら後記株主総会参考書類をご検討いただき、３頁及び４頁のご
案内に従って、2023年６月28日（水曜日）午後５時25分までに行使くださいますようお
願い申しあげます。

敬 具
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記
1. 日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時（受付開始 午前９時）
2. 場 所 東京都渋谷区南平台町16番25号 当社本店 ２階
3. 目 的事項
報告事項 第105期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告及び計算

書類報告の件
決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
当日ご出席の際は、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。
電子提供措置事項のうち、「業務の適正を確保するための体制」「株主資本等変動計算書」「個

別注記表」につきましては、法令及び当社定款第13条の規定に基づき、書面交付請求をいただ
いた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。従って、書面交付請求をいただいた
株主様に対して交付する書面は、監査報告を作成するに際し、監査等委員会及び会計監査人が監
査をした対象書類の一部であります。
電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させ

ていただきます。

株主総会資料の電子提供制度に関するご案内
2022年９月１日に施行された改正会社法により、2023年３月開催の株主総会から

総会資料の電子提供制度（ウェブサイトから閲覧する方法により総会資料を提供する
制度）が始まりました。本株主総会は制度開始から間もないため、従来どおりの書面
でお届けしましたが、来年からはこの電子提供制度に即した方法でご提供する予定で
す。
来年以降も本株主総会と同様、総会資料の書面でのお受け取りを希望される株主様

は下記お問い合わせ先までお申し出ください。

＜電子提供制度専用ダイヤル＞
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部テレホンセンター
0120-696-505
受付時間：土・日・祝日等を除く 平日9：00～17：00
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1. 株主総会にご出席される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。

2023年6月29日（木曜日）午前10時（受付開始 午前9時)日 時

３. 書面で議決権をご行使される場合
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、
ご返送ください。なお、議案につき賛否の表示のない場合は、
賛成の意思表示があったものとしてお取扱いたします。

2023年6月28日（水曜日）午後５時25分必着日 時

２. インターネットで議決権をご行使される場合

議決権行使サイトで議案に対する賛否をご入力いただき、ご送信ください。

2023年6月28日（水曜日）午後５時25分まで日 時

議決権行使方法のご案内
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見本

0120-173-027
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部

（通話料無料、受付時間：午前９時～午後９時）

インターネットによる議決権行使のご案内

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権
行使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト
議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。

お手元の議決権行使書用紙の副票（右側）に記載された
「ログインＩＤ」及び「仮パスワード」を入力

「新しいパスワード」と
「新しいパスワード（確認用）」の両方に入力

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

「次の画面へ」をクリック

「ログイン」をクリック

「初期パスワード」
を入力

「送信」をクリック

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください。

「ログインＩＤ」を入力

議決権行使コード・パスワードを入力する方法ＱＲコードを読み取る方法

1 議決権行使書用紙右下に記載のＱＲコードを読取ってください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

インターネットによる議決権の行使に関する
スマートフォン、パソコン等の操作方法がご不明な場合は、
右記の専用ダイヤルにお問い合わせください。

※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

２

1

２

３

４

ｈｔｔｐｓ：//evote.tr.mufg.jp/

※書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効とさせていただきます。
※インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。
※インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、議決権行使サイトが利用できない場合があります。
※議決権行使サイトへのアクセスに際して発生するインターネット接続料、通信費等は株主様のご負担となります。

機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件
当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つとして認識しております。
配当につきましては、中期経営計画期間（2022年４月～2027年３月）、各事業年度の業績

等を考慮して、当期純利益に対する配当性向60％程度を目安に実施したいと考えております。
また、原則として１株当たり年間配当金の下限を45円とし、業績の拡大に応じた利益配分を
基本としながら安定的な配当を継続することにも配慮してまいります。内部留保資金につきま
しては、広い視野に立ち、中期経営計画の基本戦略に沿った新規事業への成長投資等のために
活用してまいります。
当期の剰余金の処分につきましては、業績等を考慮するとともに、2023年６月20日の会社

創立100周年記念として、株主の皆様の日頃のご支援に感謝の意を表するため、普通配当に記
念配当を加え、以下のとおりとさせていただきたいと存じます。
1. 期末配当に関する事項
（1）配当財産の種類

金銭
（2）株主に対する配当財産の割当に関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金55円（うち、普通配当45円、記念配当10円）
総額762,374,580円

（3）剰余金の配当が効力を生じる日
2023年６月30日

2. 剰余金の処分に関する事項
（1）増加する剰余金の項目及びその額

別途積立金 250,000,000円
（2）減少する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金 250,000,000円
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第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名全員は、本総会終結の時をもって任期満了

となりますので、取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名の選任をお願いするもので
あります。
なお、監査等委員会から、本議案につきましては監査等委員である社外取締役を含む指名・

報酬委員会での審議を経て取締役会で決定されており、候補者及びその選定プロセスは適切で
あるとの意見表明を受けております。
取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

候補者
番号 氏 名 性別 現在の当社における地位及び担当 取締役会

出席回数

１ かわむら しょうへい

川村 昌平 男 性 再 任 代表取締役会長 19/19回
（100％）

２ 塩
しお

澤
ざわ

太朗
た ろう

男 性 再 任 代表取締役社長 19/19回
（100％）

３ 田
た

中
なか

英雄
ひで お

男 性 再 任 取締役副社長執行役員
経営企画、人事総務担当

18/19回
（95％）

４ かんばやし たかし

神林 敬 男 性 再 任 取締役常務執行役員
営業担当

19/19回
（100％）

５ おおもり つとむ

大森 勉 男 性 再 任 取締役常務執行役員
薬事・品質保証、生産担当

19/19回
（100％）

６ さいとう たかし

斉藤 隆 男 性 再 任 取締役常務執行役員
ＤＸ担当

19/19回
（100％）
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位及び担当並びに
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

１

再 任

川
か わ む ら

村 昌
しょうへい

平

（1939年６月10日生）

1962年４月 当社入社
1996年６月 当社取締役 経理部長
2002年６月 当社常務取締役 人事・経理担当
2004年６月 当社専務取締役執行役員 管理本部長
2006年６月 当社代表取締役専務取締役執行役員

総務・人事・経理担当
2007年６月 当社代表取締役副社長執行役員

海外事業・総務・人事・経理担当
2008年６月 当社代表取締役副社長執行役員

生産事業本部長
2010年４月 当社代表取締役副社長執行役員

生産事業本部長・事業開発本部長
2010年８月 当社代表取締役副社長執行役員

事業開発本部長・管理本部長
2011年６月 当社代表取締役会長

現在に至る

44,300株

取締役候補者とした理由
管理・生産・事業開発の本部長や担当取締役を歴任し、2011年６月より代表取締役会長を務めてお

り、経営全般に関する豊富な経験、見識等を当社の経営に活かしていただくため、引き続き取締役候
補者といたしました。

２

再 任

塩
し お ざ わ

澤 太
た ろ う

朗

（1948年５月８日生）

1971年４月 三菱信託銀行株式会社入社
2000年６月 当社常務取締役 総務・経理担当
2001年６月 当社常務取締役 広報部長
2001年８月 当社常務取締役 広報部長・事業開発部長
2002年６月 当社専務取締役 事業開発・広報担当
2003年４月 当社専務取締役

事業開発・広報・薬事業務担当
2004年６月 当社代表取締役社長 事業本部長
2006年６月 当社代表取締役社長

現在に至る

159,719株

取締役候補者とした理由
総務・経理・事業開発・広報・薬事業務の担当取締役を歴任し、2004年６月より代表取締役社長を

務めており、経営全般に関する豊富な経験、見識等を当社の経営に活かしていただくため、引き続き
取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位及び担当並びに
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

３

再 任

田
た な か

中 英
ひ で お

雄

（1952年２月22日生）

1974年４月 三菱信託銀行株式会社入社
2004年６月 当社取締役執行役員 管理本部部長
2005年６月 当社取締役執行役員

経理部長・管理本部部長
2006年６月 当社取締役執行役員 経理部長
2008年６月 当社取締役執行役員 経営企画部長
2009年６月 当社取締役執行役員 総務部長・監査室長
2010年８月 当社取締役執行役員 総務部長
2011年５月 当社取締役執行役員 人事部長・経理部長
2011年６月 当社常務取締役執行役員

管理本部長・人事部長・経理部長
2012年６月 当社常務取締役執行役員 管理本部長
2014年６月 当社専務取締役執行役員 管理本部長
2018年４月 当社専務取締役執行役員

生産本部・コーポレート本部担当
2018年６月 当社取締役専務執行役員

生産本部・コーポレート本部担当
2019年６月 当社取締役副社長執行役員

生産本部・コーポレート本部担当
2020年４月 当社取締役副社長執行役員

コーポレート本部長・クロモジ推進室担当
2021年４月 当社取締役副社長執行役員

コーポレート本部長
2022年４月 当社取締役副社長執行役員

経営企画、人事総務担当
現在に至る

22,300株

取締役候補者とした理由
経理・経営企画・総務・人事の本部長や担当取締役を歴任し、経営管理に関する高度の専門性及び

経営全般に関する豊富な経験、見識等を当社の経営に活かしていただくため、引き続き取締役候補者
といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位及び担当並びに
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

４

再 任

かんばやし たかし

神 林 敬

（1961年８月10日生）

1984年４月 当社入社
2008年６月 当社執行役員 人事総務部副部長
2009年６月 当社執行役員 営業部長
2012年６月 当社取締役執行役員 営業部長
2014年６月 当社常務取締役執行役員

マーケティング本部長
2018年４月 当社常務取締役執行役員

マーケティング本部・営業本部担当
2018年６月 当社取締役常務執行役員

マーケティング本部・営業本部担当
2019年６月 当社取締役常務執行役員 営業本部担当
2020年４月 当社取締役常務執行役員 営業本部長
2022年４月 当社取締役常務執行役員 営業担当

現在に至る

12,700株

取締役候補者とした理由
営業・マーケティングの本部長や担当取締役を歴任し、販売やマーケティングに関する高度の専門

性と経営全般に関する豊富な経験、見識等を当社の経営に活かしていただくため、引き続き取締役候
補者といたしました。

５

再 任

お お も り つとむ

大 森 勉

（1958年10月27日生）

1981年４月 当社入社
2008年６月 当社執行役員 駒ヶ根工場副工場長
2010年４月 当社執行役員

施設運営事業部長・駒ヶ根工場副工場長
2010年８月 当社執行役員

駒ヶ根工場長・施設運営事業部長
2011年６月 当社取締役執行役員

駒ヶ根工場長・施設運営事業部長
2012年６月 当社取締役執行役員

駒ヶ根工場長・中央研究所長
2014年６月 当社取締役執行役員 駒ヶ根工場長
2016年４月 当社取締役執行役員

生産本部副本部長・駒ヶ根工場長
2016年５月 当社取締役執行役員

生産本部長・駒ヶ根工場長
2018年６月 当社取締役上席執行役員

生産本部長・駒ヶ根工場長
2019年６月 当社取締役常務執行役員

生産本部長・駒ヶ根工場長
2021年４月 当社取締役常務執行役員 生産本部長
2022年４月 当社取締役常務執行役員

薬事・品質保証、生産担当
現在に至る

14,300株

取締役候補者とした理由
製造・研究開発の本部長や担当取締役及び駒ヶ根工場長を歴任し、薬事・品質保証、生産管理に関

する高度の専門性と豊富な経験、見識等を当社の経営に活かしていただくため、引き続き取締役候補
者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位及び担当並びに
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

６

再 任

斉
さ い と う

藤 隆
たかし

（1954年９月21日生）

1978年４月 株式会社住友銀行入行
2006年４月 株式会社三井住友銀行執行役員
2009年５月 大正製薬株式会社上席理事
2011年４月 同社執行役員
2012年６月 富山化学工業株式会社取締役
2013年４月 大正製薬ホールディングス株式会社

執行役員
2013年６月 当社監査役
2015年６月 当社取締役執行役員 経営管理部長
2018年４月 当社取締役執行役員

コーポレート本部長・経営管理部長
2018年６月 当社取締役上席執行役員

コーポレート本部長・経営管理部長
2019年６月 当社取締役常務執行役員

マーケティング本部担当
2020年４月 当社取締役常務執行役員

マーケティング本部長
2022年４月 当社取締役常務執行役員 ＤＸ担当

現在に至る

9,300株

取締役候補者とした理由
医薬品製造販売会社や金融機関において取締役・執行役員としての勤務経験を有し、当社において

は経営管理・マーケティングの本部長や担当取締役を歴任し、経営全般に関する豊富で幅広い経験、
見識等をＤＸの推進をはじめとした当社の経営に活かしていただくため、引き続き取締役候補者とい
たしました。

（注）1．各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
2．当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、その保険料は当社が全額負担

しております。当該保険契約の内容は、被保険者が負担することになる第三者訴訟、株主代表訴訟
及び会社訴訟において発生する争訟費用等及び損害賠償金を填補するものであります。候補者は、
当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予
定しております。
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（ご参考）取締役候補者の指名方針・手続
取締役会は取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名前後、監査等委員である取締役

３名程度を適正規模と考えています。また、取締役会の構成については、経営、製造、販売、
管理、法務、財務、会計等の取締役会全体における知識・経験・能力のバランスと多様性及び
適正規模を両立させることが重要と考えています。ジェンダー、国際性については、重要性を
認識しており、経営方針、事業内容等を踏まえた取締役会の適正規模との両立を検討していま
す。
取締役の候補者選定にあたりましては、経営理念、企業ビジョン、事業ビジョン、経営計

画、コーポレート・ガバナンスに対する基本方針を踏まえ、経営、製造、販売、管理に関する
専門性及び社外出身者の場合は経歴、経営経験、財務・会計・法務の専門性その他当社の取締
役として必要となる経験、見識、能力、専門性、人格などを勘案し、取締役会の諮問機関で代
表取締役会長、代表取締役社長及び３名の監査等委員である社外取締役で構成する指名・報酬
委員会において指名・報酬委員会の定める選定基準に基づき協議し、監査等委員である取締役
候補者については監査等委員会の同意を得た上、取締役会にて決定することとしています。
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（ご参考）取締役のスキル・マトリックス
本総会において第２号議案が原案どおり承認された場合の各取締役の知見及び経験は、下記の

スキル・マトリックスのとおりです。

氏 名 経営
営業・
マーケテ
ィング

製造・
研究開発 国際性 人事・

総務
財務・
会計

法務・
コンプライ
アンス・
リスク管理

ESG・
サステナ
ビリティ

かわ むら しょう へい

川村 昌平 ● ● ● ●
しお ざわ た ろう

塩澤 太朗 ● ● ● ●
た なか ひで お

田中 英雄 ● ● ● ● ●
かん ばやし たかし

神林 敬 ● ● ● ●
おお もり つとむ

大森 勉 ● ● ● ●
さい とう たかし

斉藤 隆 ● ● ● ● ●
の ざき さとる

野﨑 知 社 外
独 立 監査等委員 ● ● ●

かさ はら はじめ

笠原 孟 社 外
独 立 監査等委員 ● ●

す なが あけ み

須永 明美 社 外
独 立 監査等委員 ● ● ●

（注）上記一覧表は、各候補者の有するすべての知見及び経験を表すものではありません。

以 上
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事 業 報 告
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

1. 会社の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策や各種政策等により、
経済社会活動は正常化に向かいつつあるものの、エネルギーや原材料価格の高騰、物価の上
昇等により、依然として厳しい状況が続いており、先行き不透明な状況で推移いたしまし
た。
このような状況の中で当社は、経営理念「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献す
る」の下、事業ビジョン「すこやかでより良い時間を願う人々を応援する」に基づき、中期
経営計画（2022年４月～2027年３月）において、「次の100年に向けた成長投資と持続的
成長基盤の確立」を基本戦略と定め、「養命酒」及び酒類・食品の卸売販売を中心とする既
存事業の収益力強化（深化）と、これまで取り組んできた「くらすわ」ブランドを中心とし
た新たな事業基盤の構築（探索）を同時に行う「両利きの経営」を推進し、収益性を確保し
つつ成長投資を行い、新たな企業価値の創造に取り組んでまいりました。
当事業年度の業績は、売上高は106億４千７百万円（前事業年度比0.7％増）、営業利益は

主に広告宣伝費の節減により10億７千７百万円（前事業年度比8.1％増）、経常利益は14億
８千万円（前事業年度比8.7％増）、当期純利益は10億２千万円（前事業年度比7.4％増）と
なりました。

セグメント別には以下のとおりです。
当事業年度より新中期経営計画を策定したことに伴い、従来の「養命酒関連事業」の単一

の報告セグメントから、「養命酒関連事業」、「くらすわ関連事業」の２区分に変更しており
ます。なお、前事業年度のセグメント情報は、新中期経営計画に基づく組織変更により、必
要な財務情報を遡って作成することが実務上困難であるため、前事業年度比情報は記載して
おりません。
① 養命酒関連事業

養命酒関連事業は、国内「養命酒」は物価高による節約志向の高まり等の影響を受け微
減となりましたが、酒類・食品は「高麗人参酒」、「養命酒製造クロモジのど飴」に加えて
「グミ×サプリ」が寄与、海外（海外「養命酒」を含む国外販売）では、「養命酒」が堅調
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に推移し、売上高は96億９千２百万円となりました。
国内「養命酒」につきましては、テレビCMや新聞等の広告を実施しました。営業活動

については、卸店やドラッグストア等主要販売チャネルである小売店と協働した売り場作
りによって露出を維持し、売上高は79億８千５百万円となりました。
その他の売上高は、酒類・食品８億９千３百万円、海外４億４千６百万円、不動産賃

貸・太陽光発電３億６千７百万円となりました。

② くらすわ関連事業
くらすわ関連事業は、店舗では新型コロナウイルス感染症の影響を受け減少していた来

客数が回復しつつあります。通信販売では「五養粥」等のくらすわブランド商品が寄与し
ました。また、郵便局等を通じたカタログ販売の拡大に取り組み、売上高は９億５千４百
万円となりました。

（2）資金調達等についての状況
① 資金調達の状況

該当事項はありません。
② 設備投資の状況

当事業年度中に実施した設備投資の総額は５億６千２百万円で、その主なものは駒ヶ根
工場設備更新工事及びくらすわ駒ヶ根店改修工事でありまして、全額自己資金で賄いまし
た。
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（3）直前３事業年度の財産及び損益の状況

区 分
第 102 期

(2019年４月
2020年３月

１
31

日から
日まで)

第 103 期
(2020年４月
2021年３月

１
31

日から
日まで)

第 104 期
(2021年４月
2022年３月

１
31

日から
日まで)

第 105 期
(当事業年度)

売 上 高 (百万円) 10,478 10,383 10,577 10,647

経 常 利 益 (百万円) 937 1,009 1,361 1,480

当 期 純 利 益 (百万円) 787 807 949 1,020

１株当たり当期純利益（円） 57.32 58.67 68.91 73.92

総 資 産 (百万円) 44,879 47,869 48,614 49,562

純 資 産 (百万円) 39,201 41,564 42,179 42,790

（注）１．「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式については、自己株式として計上しております。このた
め、１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、その計算において
控除する自己株式に、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式を含めております。

２．第104期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用し
ており、第104期以降の財産及び損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値を記
載しております。

（4）対処すべき課題
当社を取り巻く環境認識としては、国内の少子高齢化の進行と人口減少、エネルギーや原

材料価格の高騰、世界的な不確実性の高まり等により、これまでと異なる様々な社会的課題
の解決が企業に求められていると考えています。
このような経営環境において当社は、中期経営計画（2022年４月～2027年３月）を策

定し、2023年に会社創立100周年を迎えるにあたり基本戦略を「次の100年に向けた成長
投資と持続的成長基盤の確立」と定めました。「養命酒」及び酒類・食品の卸売販売を中心
とする既存事業の収益力強化（深化）と、これまで取り組んできた「くらすわ」ブランドを
中心とした新たな事業基盤の構築（探索）を同時に行う「両利きの経営」を推進し、収益性
を確保しつつ成長投資を行い、新たな企業価値の創造に取り組み、中期経営計画最終年度に
おいて売上高200億円以上、営業利益率10％、ROE（自己資本利益率）４％を目指してま
いります。
中期経営計画の達成に向け、引き続き以下の４つの戦略課題に取り組んでまいります。
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① 効率を重視した既存事業の収益力強化
「養命酒」及び酒類・食品の卸売販売を中心とする既存事業においては、開発、製造、

流通、プロモーションの一貫したマーケティング戦略立案部署を設置し、生活者視点に基
づくマーケティング戦略の展開強化を図ります。また、デジタル技術を活用した事業展開
と生産性の向上を推進してまいります。

② 「くらすわ」ブランドを軸としたダイレクトチャネル事業の構築
これまで商業施設を中心に展開してきた「くらすわ」について、ロゴマークを一新し、

「広げる、すこやかなくらしの輪（おいしい体験、たのしい体験、すこやかな体験）」をコ
ンセプトとしたブランド化に重点を置き、実店舗でのお客様とのコミュニケーションを通
じて商品の機能や世界観、歴史、ライフスタイルに共感いただくことで通信販売やギフト
向け販売と一体となった事業化を図ってまいります。その取り組みとして、駒ヶ根工場敷
地内にブランドシンボルとして新たに体験型施設の建設を予定しているほか、ブランド強
化とビジネスモデルの構築を目的に企業買収、業務提携も視野に入れてまいります。

③ サステナビリティ経営の推進
当社の長期的な企業価値向上にとって持続可能な社会の実現は、重要な経営課題と認識

しております。当社はサステナビリティに関する基本方針を定め、「養命酒」を中心とし
た当社商品・サービスを通じた社会的な健康の増進、駒ヶ根工場を中心とした環境負荷の
低減、ゆかりある長野県を中心とした地域との共生と自然環境保全活動として、駒ヶ根工
場敷地内に建設予定の体験型施設を通じた地域社会への貢献等を推進してまいります。

④ 事業領域の拡大に向けた多様な人材活用と人的資本・知的財産等の無形資産への投資
既存事業を深化させ、新たな事業領域への探索に進むには、人的資本が最も重要な経営

資本と認識しており、事業戦略に基づく人材開発と多様な人材の積極的起用による活力あ
る企業文化の醸成を進めてまいります。また、長い歴史の中で蓄積してきたブランド、ノ
ウハウ、顧客基盤を含めた知的財産は、当社の企業価値を支える重要なものと認識し、よ
り一層の価値向上と活用の強化に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申しあげま
す。
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（5）主要な事業内容
事 業 区 分 主 な 事 業 内 容

養 命 酒 関 連 事 業 養命酒、酒類・食品等の製造・販売、不動産の賃貸、自然エネルギー等に
よる発電事業及び電気の供給・販売等に関する業務

く ら す わ 関 連 事 業 飲食店及び売店の経営、通信販売

（6）主要な営業所及び工場並びに従業員の状況
① 主要な営業所及び工場

本店：東京都渋谷区南平台町16番25号
名 称 所 在 地 名 称 所 在 地

大 阪 支 店 大 阪 府 駒 ヶ 根 工 場 長 野 県
商 品 開 発 セ ン タ ー 長 野 県 商 業 施 設 「く ら す わ」 長 野 県
鶴 ヶ 島 太 陽 光 発 電 所 埼 玉 県 台 北 支 店 台 湾

② 従業員の状況
従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

290名（60名） ２名減（５名増） 44.6歳 19.6年
（注） 従業員数は就業員数であり、臨時雇用者数は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

（7）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

該当事項はありません。
② 子会社の状況

該当事項はありません。
③ その他

大正製薬ホールディングス株式会社は当社の議決権を23.84％所有しており、当社は同
社の持分法適用関連会社となっております。

（8）主要な借入先の状況
該当事項はありません。
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2. 株式に関する事項
（1）発行可能株式総数 66,000,000株
（2）発行済株式の総数 13,861,356株（自己株式2,638,644株を除く）
（3）株 主 数 14,969名
（4）上位10名の株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
大 正 製 薬 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 3,300千株 23.80 ％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 847 6.11
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 信 託 銀 行 株 式 会 社 675 4.86
株 式 会 社 八 十 二 銀 行 650 4.69
ト ー ア 再 保 険 株 式 会 社 548 3.95
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （信 託 口） 382 2.75
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 264 1.90
キ ッ コ ー マ ン 株 式 会 社 221 1.59
藤 澤 玄 雄 220 1.58
株 式 会 社 十 八 親 和 銀 行 211 1.52
（注） 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

（5）当事業年度中に当社役員に対して職務執行の対価として交付された株式の状況
① 株式報酬制度の内容

当社は、2015年６月26日開催の第97回定時株主総会決議に基づき、当社の中長期的
な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的として、会社業績との連
動性が高く、かつ透明性・客観性の高い役員報酬制度として、業績連動型株式報酬制度
（以下「本制度」という。）を導入しております。また、2018年６月28日開催の第100回
定時株主総会において、監査等委員会設置会社へ移行することに伴い本制度の継続及び一
部改定を決議し、本制度の対象者を、当社の取締役（社外取締役を除く。）及び当社と委
任契約を締結している執行役員から、当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取
締役を除く。）及び当社と委任契約を締結している執行役員（以下「取締役等」という。）
に変更しております。
本制度については、役員報酬ＢＩＰ（Board Incentive Plan）信託（以下「ＢＩＰ信

託」という。）と称される仕組みを採用しております。ＢＩＰ信託とは、米国のパフォー
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マンス・シェア(Performance Share)制度及び譲渡制限付株式報酬(Restricted Stock)制
度を参考にした役員インセンティブ・プランであり、当社が拠出する取締役等報酬額を原
資として当社株式がＢＩＰ信託を通じて取得され、各事業年度における役位及び業績目標
の達成度等に応じて当社の取締役等に当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の金銭を
交付及び給付する株式報酬制度です。
取締役等には取締役会の定める株式交付規程に基づき、信託期間中の毎年一定の時期

に、同年３月31日で終了した事業年度における役位及び業績目標の達成度等に応じて、
ポイントが付与されます。取締役等が本信託から付与される１年当たりのポイント総数は
49,000ポイントを上限とし、１ポイントは当社株式0.5株としております。
ポイント付与後、受益者要件を充足した取締役等は、信託期間中の毎年一定の時期に、

所定の受益者確定手続きを行うことにより、付与されたポイント数に応じた当社株式の
50％（単元未満株数は切捨）について交付を受け、また、残りについては本信託内で換
価した上で、その換価処分金相当額の金銭の給付を受けます。

② 取締役に交付した株式の区分別合計
区分 株式数 交付対象人数

取締役（監査等委員である取締役
及び社外取締役を除く。）

7,600株 ６名

社外取締役（監査等委員である取
締役を除く。）

― ―

監査等委員である取締役 ― ―
（注）上記株式数には、換価処分株式8,195株は含まれておりません。

3. 新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項
（1）取締役の氏名等

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役会長 川 村 昌 平
代表取締役社長 塩 澤 太 朗
取 締 役
副社長執行役員 田 中 英 雄 経営企画、人事総務担当
取 締 役
常務執行役員 神 林 敬 営業担当
取 締 役
常務執行役員 大 森 勉 薬事・品質保証、生産担当
取 締 役
常務執行役員 斉 藤 隆 ＤＸ担当
取 締 役

（常勤監査等委員） 野 﨑 知
取 締 役

（監 査 等 委 員） 笠 原 孟

取 締 役
（監 査 等 委 員） 須 永 明 美

須永公認会計士事務所所長
株式会社丸の内ビジネスコンサルティング代表取締役
税理士法人丸の内ビジネスコンサルティング代表社員
丸の内監査法人代表社員
ウシオ電機株式会社社外取締役
プリマハム株式会社社外監査役
ＫＹＢ株式会社社外取締役
ライオン株式会社社外監査役

（注）1. 取締役（常勤監査等委員）野﨑 知、取締役（監査等委員）笠原 孟及び取締役（監査等委員）
須永明美の３氏は、社外取締役であります。

2. 取締役（常勤監査等委員）野﨑 知、取締役（監査等委員）笠原 孟及び取締役（監査等委員）
須永明美の３氏につきましては、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。

3. 取締役（監査等委員）須永明美氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び会
計に関する相当程度の知見を有するものであります。

4. 取締役（監査等委員）野﨑 知氏は、常勤の監査等委員であります。当社は、情報収集その他監査
の実効性を高め、監査・監督機能を強化するために、常勤の監査等委員を置いております。

5. 取締役兼務の者を除く2023年３月31日現在の執行役員は次のとおりです。
地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
上席執行役員 丸 山 明 彦 商品開発センター長
上席執行役員 宮 下 克 彦 事業戦略部長
上席執行役員 井 川 明 経営企画部長
上席執行役員 清 水 政 明 人事総務部長
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（2）責任限定契約の内容の概要
当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）は、会社法第427条第１項の規定

に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額としておりま

す。

（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
① 被保険者の範囲

取締役及び執行役員
② 保険契約の内容の概要

当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、その保険料は当社
が全額負担しております。当該保険契約の内容は、被保険者が負担することになる第三者
訴訟、株主代表訴訟及び会社訴訟において発生する争訟費用等及び損害賠償金を填補する
ものであります。ただし、役員等の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、
被保険者が私的な利益を違法に得たことに起因する損害賠償請求等は填補対象外としてお
ります。

（4）当事業年度に係る取締役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、基本報酬、当該事業年度
の業績に連動した賞与と業績連動型株式報酬によって構成されております。基本報酬と業
績連動報酬等（賞与及び業績連動型株式報酬）の支給割合は、業績目標の達成度を100％
とした場合、概ね基本報酬60％、業績連動報酬等40％となるように設計しております。
基本報酬及び賞与は、株主総会で決議された年間の報酬限度額の範囲内で支給すること

としており、賞与については当社の業績・経済情勢等を勘案した上で、役位・職責に応じ
て取締役会で決定しております。
業績連動型株式報酬は、基本報酬及び賞与の報酬限度額とは別枠で株主総会で決議され

た報酬限度額の範囲内において、当社が拠出する取締役報酬額を原資とし、当社株式が信
託を通じて取得され、取締役会で決議された株式交付規程に基づき、各事業年度における
役位及び業績目標の達成度に応じて決定しております。詳細は、「２．株式に関する事項
（５）当事業年度中に当社役員に対して職務執行の対価として交付された株式の状況」を
ご参照ください。

2023年05月23日 16時12分 $FOLDER; 22ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 22 ―

業績連動報酬等（賞与及び業績連動型株式報酬）に係る業績目標は、取締役の事業活動
の成果であると考えられることから、中期経営計画（2022年４月～2027年３月）にお
ける各事業年度の目標売上高及び営業利益の各目標値を採用しております。各事業年度の
目標値は、各事業年度の業績予想値（期中で業績予想を修正した場合は当初業績予想値）
とし、目標達成時を100％としております。
監査等委員である取締役の報酬は、その役割と職務を勘案し基本報酬のみで構成され、

株主総会で決議された年間の報酬限度額の範囲内で、その職責に応じて監査等委員が協議
し決定しております。
なお、決定方針の決定及び各取締役（監査等委員である取締役を除く。）の具体的な報

酬等の額の決定に当たっては、取締役会の諮問機関であり、代表取締役会長、代表取締役
社長及び３名の監査等委員である社外取締役で構成する指名・報酬委員会において協議
し、取締役会にて決定しております。

② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の基本報酬及び賞与の報酬限度額は、2018

年６月28日開催の第100回定時株主総会において年額２億８千万円以内（うち社外取締
役分は１千８百万円以内）と決議されております。当該株主総会終結時点における取締役
（監査等委員である取締役を除く。）の員数は６名（うち社外取締役は０名）であります。

また、当該報酬限度額とは別枠で、2018年６月28日開催の第100回定時株主総会にお
いて、業績連動型株式報酬制度における連続する３事業年度ごとに信託へ拠出する取締役
等への報酬額は１億９千３百万円以内を上限とする決議がなされております。当該株主総
会終結時点における取締役等の員数は、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役
を除く。）６名、執行役員５名であります。
監査等委員である取締役の基本報酬の報酬限度額は、2018年６月28日開催の第100回

定時株主総会において、年額７千２百万円以内と決議されております。当該株主総会終結
時点における監査等委員である取締役の員数は３名であります。

③ 取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
当事業年度における各目標値とその実績は、目標売上高109億１千万円、目標営業利益

10億１千万円に対し、売上高106億４千７百万円、営業利益10億７千７百万円となって
おります。当事業年度における役位及び業績目標の達成度に基づき、指名・報酬委員会の
事前協議を経て取締役会で個人別の報酬等が決定されていることから、取締役会はその内
容が決定方針に沿うものであると判断しております。
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④ 取締役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる役員
の員数（名）基本報酬 業績連動報酬等 左記のうち、

非金銭報酬等
取締役（監査等
委員である取締
役を除く。）

202 142 60 28 ６

監査等委員であ
る取締役
（うち社外取締役）

30
（30）

30
（30） ― ― ３

（３）

（注）１．上記取締役（監査等委員である取締役を除く。）の業績連動報酬等の額には、当事業年度に係る役員
賞与引当金繰入額32百万円及び役員株式給付引当金繰入額28百万円を含んでおります。

２．上記取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対する非金銭報酬等の総額の内訳は、業績連動報
酬等28百万円であります。

（5）社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係

取締役(監査等委員)須永明美氏は、須永公認会計士事務所所長、株式会社丸の内ビジネ
スコンサルティング代表取締役、税理士法人丸の内ビジネスコンサルティング代表社員、
丸の内監査法人代表社員、ウシオ電機株式会社社外取締役、プリマハム株式会社社外監査
役、ＫＹＢ株式会社社外取締役及びライオン株式会社社外監査役を兼務しておりますが、
当社と各法人等との間には特別の利害関係はありません。
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② 各社外役員の主な活動状況

区 分 氏 名 主な活動状況及び
社外役員が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要

取締役
(監査等委員) 野 﨑 知

金融機関における監査業務等の長年の経験から有する豊富な知見を活か
し、当社経営全般に対する監査・監督、助言をいただいており、当事業年
度開催の取締役会19回、監査等委員会15回すべてに出席し、客観的立場
から適宜発言を行っております。また、常勤監査等委員としてコンプライ
アンス委員会や指名・報酬委員会等に出席し、積極的な発言を行ってお
り、当社が同氏に期待する役割を果たしました。

取締役
(監査等委員) 笠 原 孟

金融機関及び財団法人における経験から有する豊富な知見を活かし、特に
社会的課題解決の観点より当社経営全般に対する監査・監督、助言をいた
だいており、当事業年度開催の取締役会19回、監査等委員会15回すべて
に出席し、客観的立場から適宜発言を行っております。また、監査等委員
として指名・報酬委員会に出席し、当社事業に精通した立場から発言を行
っており、当社が同氏に期待する役割を果たしました。

取締役
(監査等委員) 須 永 明 美

主に公認会計士・税理士としての専門的な知見及び他社での経営経験を活
かし、特にダイバーシティの観点より当社経営全般に対する監査・監督、
助言をいただいており、当事業年度開催の取締役会19回、監査等委員会
15回すべてに出席し、適宜発言を行っております。また、監査等委員と
して指名・報酬委員会に出席し、他社の社外役員として培われた豊富な経
験を活かした発言を行っており、当社が同氏に期待する役割を果たしまし
た。

5. 会計監査人に関する事項
（1）名称 ＥＹ新日本有限責任監査法人

（2）会計監査人の報酬等の額
① 報酬等の額 31百万円
② 当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 31百万円
（注）1. 当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監

査の監査報酬の額を区分しておりませんので、①の額には金融商品取引法に基づく監査の報酬
等の額を含めております。

2. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況、報酬見積りの算定
根拠などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意
を行っております。
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（3）解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事由に該当すると認め

られる場合には、監査等委員全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。また、会計
監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監査等委員会は、株主総
会に提出する解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。

6. 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識しております。
配当につきましては、中期経営計画期間（2022年４月～2027年３月）、各事業年度の業績

等を考慮して、当期純利益に対する配当性向60％程度を目安に実施したいと考えております。
また、原則として１株当たり年間配当金の下限を45円とし、業績の拡大に応じた利益配分を基
本としながら安定的な配当を継続することにも配慮してまいります。内部留保資金につきまし
ては、広い視野に立ち、中期経営計画の基本戦略に沿った新規事業への成長投資等のために活
用してまいります。
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 12,968,717 流 動 負 債 2,126,236
現 金 及 び 預 金 8,933,985 買 掛 金 169,313
売 掛 金 2,265,519 未 払 金 340,417
商 品 及 び 製 品 456,994 未 払 酒 税 120,032
仕 掛 品 129,121 未 払 費 用 780,906
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 1,073,056 未 払 法 人 税 等 287,110
前 渡 金 1,768 未 払 消 費 税 等 56,300
そ の 他 の 流 動 資 産 108,271 預 り 金 20,085
固 定 資 産 36,594,019 賞 与 引 当 金 258,972
有 形 固 定 資 産 7,961,231 役 員 賞 与 引 当 金 32,400
建 物 4,142,011 役 員 株 式 給 付 引 当 金 40,634
構 築 物 375,925 そ の 他 の 流 動 負 債 20,063
機 械 及 び 装 置 724,731 固 定 負 債 4,646,325
車 両 運 搬 具 24,421 繰 延 税 金 負 債 2,918,111
工 具、 器 具 及 び 備 品 162,534 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 48,350
土 地 2,472,457 長 期 預 り 金 1,670,060
建 設 仮 勘 定 59,149 そ の 他 の 固 定 負 債 9,802
無 形 固 定 資 産 164,816 負 債 合 計 6,772,561
ソ フ ト ウ エ ア 107,326 （純 資 産 の 部）
その他の無形固定資産 57,490 株 主 資 本 36,511,539
投資その他の資産 28,467,971 資 本 金 1,650,000
投 資 有 価 証 券 22,126,046 資 本 剰 余 金 724,666
関 係 会 社 株 式 1,584,792 資 本 準 備 金 404,986
長 期 前 払 費 用 14,638 そ の 他 資 本 剰 余 金 319,680
前 払 年 金 費 用 681,700 利 益 剰 余 金 38,962,964
長 期 預 金 4,000,000 利 益 準 備 金 412,500
そ の 他 の 投 資 69,135 そ の 他 利 益 剰 余 金 38,550,464
貸 倒 引 当 金 △8,340 固定資産圧縮積立金 781,403

別 途 積 立 金 36,681,000
繰 越 利 益 剰 余 金 1,088,060

自 己 株 式 △4,826,091
評価・換算差額等 6,278,636
その他有価証券評価差額金 6,278,636
純 資 産 合 計 42,790,175

資 産 合 計 49,562,737 負 債 及 び 純 資 産 合 計 49,562,737
（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 10,647,235
売 上 原 価 4,051,333
売 上 総 利 益 6,595,901

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,518,569
営 業 利 益 1,077,331

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 394,460
そ の 他 の 営 業 外 収 益 26,708 421,168

営 業 外 費 用
支 払 利 息 17,430
そ の 他 の 営 業 外 費 用 450 17,881
経 常 利 益 1,480,619

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 10,926
投 資 有 価 証 券 売 却 益 10,870 21,796

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 28,606 28,606
税 引 前 当 期 純 利 益 1,473,808
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 486,000
法 人 税 等 調 整 額 △32,794 453,205
当 期 純 利 益 1,020,603

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年５月19日

養 命 酒 製 造 株 式 会 社
取 締 役 会 御 中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 石 井 誠

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 菅 野 貴 弘

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、養命酒製造株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日ま

での第105期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明
細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、
実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められ
ている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表
示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含

む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第105期事業年度における取締役の職務の執行について監査
いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基
づき整備されている体制（内部統制システム）について、監査等委員会が定めた「監査等委員会監査等基準」等に準拠し、取
締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明し、ま
た、内部監査部門から定期的に報告を受けるとともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査計画・方針、重点監査項目、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門等と連携の上、取締役
会、コンプライアンス委員会、サステナビリティ委員会その他重要な会議への出席や代表取締役を含む各取締役との面談を
通して、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、重要
な会議議事録や稟議書等の決裁書類等を閲覧し、本店及び主要な事業所に関して業務及び財産の状況を調査しました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から監
査計画、四半期レビュー結果、期末監査結果ほか、その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる
事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本

等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。
２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報
告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人ＥＹ新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月22日
養命酒製造株式会社 監査等委員会

常勤監査等委員 野 﨑 知 ㊞
監 査 等 委 員 笠 原 孟 ㊞
監 査 等 委 員 須 永 明 美 ㊞

（注） 監査等委員野﨑 知、笠原 孟及び須永明美は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役でありま
す。

以 上
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フォントを採用しています。

株主総会会場ご案内図
東京都渋谷区南平台町16番25号

当社本店 ２階
電話 03(3462)8111（代表）

■ ＪＲ渋谷駅西口（南改札）から国道246号線三軒茶屋方面へ徒歩約12分
■ 京王井の頭線 神泉駅南口から徒歩約５分

株主総会ご出席株主様へのお土産の配布は取り止めとさせてい
ただいております。
何卒ご理解くださいますようお願い申しあげます。
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